
なまえ ひづけ がつ にち

1 温まり方を えらんで ○を つけよう。

1 金ぞく

熱した ところから じゅんに 温まる

温められた 部分が 上へ 動いて 全体が 温まる

2 水

熱した ところから じゅんに 温まる

温められた 部分が 上へ 動いて 全体が 温まる

3 空気

熱した ところから じゅんに 温まる

温められた 部分が 上へ 動いて 全体が 温まる

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 フライパンの 取っ手が 熱く なるのは、金ぞくが 熱した と
ころから 温まるからだ。

2 ふろの 湯は、上より 下の ほうが 熱く なりやすい。

3 エアコンで 部屋を あたためる とき、ふき出し口の 向きは どち

らが よいかな。

下向き 上向き

できたら
はなまる もののせいしつ ・ つぎは 「水を 熱すると」

こたえは ここ
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